
　当社は今年、創業89周年を迎えました。1965年に定
めた社是・社訓※1は、これまで培った歴史と伝統を受け
継いでいくことの大切さと、環境変化が激しい今の時代
を生き抜くための柱となる考え方であり、社員の精神的
な拠りどころであります。「道路建設を通じて社会に貢献
する」ことは本業を通じた社会貢献であり、これは今後
も変わることはありません。国土や国民生活の血管とも
いえる道路において、街と街、人と人を結ぶ社会インフ
ラを支える一翼を担う我々の使命は大変重要であるとの
認識のもと、時代の変化、環境の変化に速やかに対応
するため、社是・社訓に「スピードと徹底」を加え、顧客
満足度向上のための「道づくり」を誠実に取り組んでまい
ります。

　また、2015年に策定した中期経営５ヶ年計画では、
「従業員を大切にする会社」、「道路建設を通じて社会に
貢献する」、「コーポレートガバナンスの充実」という３
つの目指す姿を掲げました。
　特に「従業員を大切にする会社」に関して「労働環境
の改善」は、社会の要請でもあり、業界全体での取り組
みが始まっており、当社においても、率先して推進してい
かなければならない喫緊の課題です。長時間労働の削
減、休日取得に向けたさらなる工夫が必要であり、さま
ざまなアイデアを考え、効率的で質の高い業務プロセス
を構築し、この課題に立ち向かわなければなりません。
　従業員一人ひとりが「自身の人生を豊かに楽しく！」を
実感できるよう、ワークライフバランスの充実に向けて
全社一丸となって取り組んでまいります。

　当社グループが2007年にCSRに取り組んでから10年
が経過しました。企業に対する社会の期待も時代ととも
に変化し、2015年にはパリ協定及びSDGｓ※2が採択さ

れるなど、地球規模のさまざまな課題の解決への取り
組みが各国政府だけでなく、企業にも求められる時代
となってきています。当社グループはこれからも、地球
環境、地域社会といったステークホルダーに対する責任
も重大であると認識し、課題解決のための「環境への配
慮」、「地域社会との連携強化」に積極的に取り組み、
当社グループを取り巻く全てのステークホルダーの皆さ
まの期待に応えてまいります。
　本レポートを通じて、当社グループの理念と取り組み
をご理解いただき、より一層のご支援と忌憚のないご
意見を賜れば幸いです。
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※1 当社社是・社訓
［社是］

  創意研鑽　　協調親和　　信用高揚

［社訓］

  創意を活かし、技術の向上と業務の改善に努めよう

  責任を自覚し、緻密な計画と果断な実行に徹しよう
  誠意を尽くし、相互の協調と秩序の確立に努めよう
  身心を健全にし、明朗な職場と幸福な家庭を築こう
  社業に専念し、会社の繁栄を通じて社会に貢献しよう

※2 SDGs（SustainableDevelopment Goals=持続可能な開発目標）
　2015年9月国連サミットにおいて採択された「持続可能な開発
　のための 2030アジェンダ（課題）」で、　2030 年までに持続可能
　な世界を実現するため、『貧困をなくす』、『人や国の不平等をな
　くす』、『気候変動への対策』など17のゴール・169のターゲット   
　から構成されています。発展途上国のみならず、先進国の政府や
　企業、社会が取り組む地球規模の目標です。
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